
導入事例 株式会社地域新聞社

代表の後押しでBizRobo!を導入。年間1万2,000時間の業
務時間創出を目標に、現場の事務担当が大活躍

（左から）斉藤 小次郎 氏、稲村 香那 氏
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Basic

CORPORATE PROFILE
社　名

事業内容

ウェブサイト

株式会社地域新聞社
※関連会社 株式会社ショッパー社

『ちいき新聞』の発行事業、
チラシ折込事業、
販売促進総合支援事業

https://chiikinews.co.jp/
　千葉県・埼玉県・茨城県を拠点に、地域密着の情報を掲載するフリーペーパー
『ちいき新聞』を発行する株式会社地域新聞社。『ちいき新聞』は1984年9月に創
刊され、現在は約200万部の発行部数を誇る。「千葉県で知らない人はいない」と
言っても過言ではないほど地域に根ざした『ちいき新聞』の最大の特徴は配布エ
リアを市町村よりも小さい区画単位に分類しながら発行・配布している点だ。
毎週55版（種類）を制作・配布している。同社は『ちいき新聞』に差し込む折
込チラシの仕分け業務の一部にBizRobo!を導入し、大幅な業務効率化を実現。
今後は200体のロボットを稼働し、1万2,000時間の業務削減を目指している。

- 話を伺った方 -
情報システム部 部長　斉藤 小次郎 氏

株式会社ショッパー社 業務支援室 係長　稲村 香那 氏

Highlight

検証段階にて1業務につき年間2,000時間の創出を確信

現在ロボットに委ねる業務範囲は17業務にまで広がり、
業務削減効果は年間5,000時間

今後は全社で200体のロボットを稼動させ、
年間1万2,000時間の創出を目指す



代表の一言「RPAってどうなんだろう？」で導入を検討導入背景

Basic導入事例 株式会社地域新聞社

代表の後押しあり、スムーズだった予
測効果検証後の本格導入

　地域新聞社がRPA（ロボティック・
プロセス・オートメーション）導入

を検討したきっかけは、同社代表取
締役社長の近間之文氏の「RPAってど
うなんだろう？」という一言だっ
た。かねてより近間氏はAI等の新し
いテクノロジーに対する関心が強

く、RPAも関心事の一つだったとい
う。
 導入検討の担当になったのは、入社
以来、営業部、業務部、情報システ
ム部とさまざまな部署を転籍してき
た斉藤氏。これまでの経験からRPAに
適した“単純作業”を熟知していたため
「情報収集の後、すぐに対象業務の
アタリがついた」という。

すぐに当該業務について検証すると、
RPA導入で見込める作業時間削減効果
は想像以上。ただちに経営陣に向け
て検証結果をプレゼンテーションで
伝えた。「代表の後押しで始まった
RPA導入プロジェクトでしたから、検
証後の本格導入は非常にスムーズで
した」（斉藤氏）

クラウドサーバでの稼動が、
RPAツール検討時の「必須条件」

　　　 を
選んだ理由

目指したのは「やらなければならない
業務から、やりたい業務への移行」

RPA導入で斉藤氏が目的としたの
は、諸業務のデジタルレイバーへの代
替による「やらなければならない業務
から、やりたい業務への移行」の実現
だった。同社ではかねてより社内の時
短啓蒙活動や新商材開発のための業務
範囲の拡大により、時間に追われる状
態が慢性化しており、事務方の抜本的
な改善が求められていたという。さら
に将来性を考えると、デジタルレイ

バーを活用すれば、労働人口の減少を
見据えた従業員の育成や配置の最適化
も見込めた。
「より多くの社員が恩恵を受けられる
こと」「管理メンテナンスが容易なこ
と」等々を条件にRPAツールを検討
し、BizRobo!に決定。「クラウドサー
バでの稼動が必須条件でした。また、
利用方法が社内でどんどん拡大する可
能性が高かったため、運用後の費用負
担が少なく、比較的専門知識が少なく
ても利用できるツールを求めた結果、
BizRobo!を選択しました」（斉藤氏）

斉藤 小次郎
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700種類にのぼる折込チラシの仕分け、
必要な情報入力作業をデジタルレイバーに代替

対象業務

1業務につき「年間2,000時間」の効率化。
全社的な業務棚卸しにより対象業務をさらに拡大

導入効果

手入力では作業ボリュームが多く、入
力ミス防止の確認作業にも人手が必要

　斉藤氏が導入前の検証段階でデジタ
ルレイバーとの相性の良さに「すぐに
アタリがついた」という業務が、『ち
いき新聞』への折込チラシの仕分けに
必要な情報入力作業だった。
 同社は約200万部以上の『ちいき新
聞』を毎週発行している。1区画約3
万世帯前後で市町村よりも細かく区
切った地域ごとに制作する紙面構成が
特徴だ。紙面は55版（種類）あり、
「ポスメイト」と呼ばれる約3,000名
の配布員が一軒ずつ手配りでポスティ
ングしている。配布員が配るエリアご

とに折込チラシも異なり、毎週折り込
むチラシの種類は700〜800に及ぶ。
「折込チラシの仕分けでは、チラシの
種類ごとに配布部数・担当ポスメイト
等を管理しており、長らくそれを業務
システムで運用していました。情報は
すべて手入力。1件ごとの作業時間は3
〜5分程度ですが、700〜800種類も管
理するため、トータルでみると作業時
間は過大の一途をたどっていました。
また、手作業による入力ミスが発生す
ることもあり、ミス防止の確認業務に
人手を費やしていました」（斉藤氏）
BizRobo!導入にあたり、斉藤氏はまず

ロボットの構築方法を把握するため、
比較的構造が簡単な営業のコスト管理

に必要なガソリン価格をインターネッ
トで検索し記録するロボットを作成。
その後、折込チラシの仕分け情報の入
力業務を担うロボットを構築した。

17業務に対して20体のロボットが稼動中

　折込チラシの仕分けに伴う情報入
力作業は、ボリュームこそ多いが基
本的に毎週行うことは変わらない。
BizRobo!導入前の検証段階で、その
作業の半分をデジタルレイバーに代
替するだけで年間2,000時間の業務効

率化が見込まれた。さらに対象業務
設定のため全社的に業務を棚卸しす
ると、徐々に対象業務の範囲は広が
り、現在は17の業務で20体のロボッ
トが稼動中。直接的な業務時間の創
出効果は年間5,000時間になる。ま
た 、 定 期 的 に 従 業 員 向 け の レ ク
チャーを積極的に実施し、デジタル

レイバーに対する社内理解にも努め
ているという。
「導入前はもっと社内で拒絶反応が起
こると予想していましたが、実際に
現場でロボットを稼動すると『これ
は楽！』という実感の声が多く挙が
ります。社員の大勢が好意的に受け
取ってくれ、驚きました」（斉藤氏）
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社内の潜在的な“生の声”を吸い上げ
る仕組み作りも検討

　斉藤氏は2019年3月から管理本部
情報システム部の部長に就任し、現
在は社内情報システムの安定化・改
善・新規導入をミッションとしてい
る。今後は、AI、チャットボットや
分析ツール等との連携により、デジ

タルレイバー単独ではできない業務
の代替を検討中。作業時間の「年間
5,000時間削減」という現状の効果
を、1年半のうちに「1万2,000時間
削減」まで拡大することを目標とし
ている。
「このまま継続的にロボットが稼動
していけば、BizRobo!導入から2年半
になる1年半後の時点で投資回収が完

了します。どんな小さい困り事でも
積極的にBizRobo!を導入し、全社で
200体のロボットを稼動させていきた
い」（斉藤氏）
 そのためにも、今後は社内のリテラ
シー向上に努めると同時に、各本部
にBizRobo!担当者を配備し、部内の
潜在的な“生の声”を吸い上げる組織の
仕組みの構築も検討中だという。

Basic導入事例 株式会社地域新聞社

小さな困り事にもBizRobo!を導入し、
年間「1万2,000時間」の作業時間効率化が目標

今後に
ついて

プログラミング未経験のIT素人でも
BizRobo!を使いこなせる

現場の声

RPAテクノロジーズによる週1回のレク
チャーで、ロボット構築を着実に習得

これまでBizRobo!の導入をたった1人
で牽引してきた斉藤氏。しかし最近は
仲間も増えた。その1人が地域新聞社
からグループ会社の株式会社ショッ
パー社に出向し、同社業務支援室係長
を務める稲村香那氏だ。当初は「なん
の予備知識もない自分がロボットを構
築するなんて……」と不安に感じてい
たが、事務作業を任されることが多
かったことでBizRobo!導入の必要性を
感じ、職場の仲間からも期待され一念
発起。RPAテクノロジーズ社の担当者
による週1回の定期的なレクチャーを
受けながら研鑽を積んだ。「担当者に
は何度も質問し、丁寧に教えていただ

きました。社内でも斉藤に教えてもら
いながら、少しずつロボットを構築。
作り上げられたのは、サポートのおか
げです」（稲村氏）
ロボット構築を進めるために、現在は

週1回『ロボットデー』を設けてい
る。普段のルーティン業務から離れて
ロボット作成に集中する日を作り、次
なるデジタルレイバー活用のアイデア
を考えることが、今では稲村氏の日課
になっているという。「もともと表計
算ソフトくらいしか使ったことがな
く、プログラミング未経験でIT素人の
私でもロボットを開発することが出来
ました。現場で働く多くのIT素人の方
にもBizRobo!を知ってほしいです」
（稲村氏）

稲村 香那 氏
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


